
局 部 課

3 年度

9

10

120

105% 144%

46

達成率

令和4年度 令和5年度 令和6年度

堺市立町家歴史館での展示回数

当該指標を選定した理由
文化財施設としての公開だけではなく、定期的な展示と企画展示等を組み合わせることで、来館者数の増加

が見込まれるため。

目標値の設定根拠・算出方法 歴史講演会２回、体験事業６回、季節ごとの建具入替6回、展示・イベント12回、生け花156回

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 114 32 182

実績値

実績値 9,221 7,428

達成率 115% 124%

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

点検対象年度

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

堺市立町家歴史館入館者数 人

目標値 8,000 6,000 50,000 51,500

当該指標を選定した理由
環濠エリア内で来訪魅力を創出する施設であり、また本市所有の文化財公開施設のため、明確な数値の計

測が可能。

目標値の設定根拠・算出方法
令和6年3月に開館した町家歴史館（鉄炮鍛冶屋敷・山口家住宅・清学院）について、指定管理者が設

定した目標年間入館者数50,000人を基準とし、翌年度以降3％増とする。

回

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

○施設の整備業務

・令和6年3月開館に向け、町家歴史館（鉄炮鍛冶屋敷・山口家住宅・清学院）の保存修理工事を実施。

・あわせて、展示制作やサイン、Wi-fi設備等を整備。

○管理運営業務

・各種業務委託等により山口家住宅及び清学院の管理運営を実施。

・令和5年8月より町家歴史館（鉄炮鍛冶屋敷・山口家住宅・清学院）へ指定管理者制度を導入し、3館の一体管

理を開始。

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 指定管理事業者・委託業者

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

7

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

古来から引き継いできた豊かな歴史・文化資源である町家歴史館（鉄炮鍛冶屋敷・山口家住宅・清学院）について、

すべての市民が貴重なまちの資産として認識を共有し、文化財としての価値を守る。また、当該価値をより高めて次世代

へ受け継ぐことができるまちづくりへ寄与することを目的とする。

5

市民及び見学者(令和５年度実績 7,428名)
対象数 単位

ー

公民連携・協働事業

点検対象年度 令和

施策1.堺の特色ある歴史文化 ～Legacy～ (2) 環濠エリア・堺旧港の魅力の創出

ゴール⑻働きがいも経済成長も ターゲット

環濠エリアへの来訪者数

― 目標値

平成 14

令和6年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和5年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

300.0万人(2025年度)

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

事務事業名 町家活用推進事業 事業番号 008-058

担当部署名 文化観光 歴史遺産活用 文化財

Ⅰ．基本情報

有 取組 茶の湯や地域の祭り、文化財などの歴史文化の保全・魅力発信

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ①さかい利晶の杜や町家歴史館などを活用した来訪魅力の創出

2 関連計画

寄与

する

KPI

有・無

有 現状値 182.6万人(2019年度）　 目標値

8.9

―

有

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁

事業開始年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

4

事業の概要

実施根拠 文化財保護法、堺市文化財保護条例、地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律、堺市立町家歴史館

条例（根拠法令、条例等）

指標名

無 現状値

年度

堺市歴史的風致維持向上計画（第2期）

ー



事業コスト ※当初予算には、前年度からの繰越分を含む。

（ ）

14

15

21,814

2,937

R5

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

町家歴史館管理運営業務

（指定管理費）

単位区　　分

R6 予算

鉄炮鍛冶屋敷展示資料制作・修

復等委託業務

単位当たり経費

17

16

13,800

1,497

429

R6 予算 431

令和5年度

257

300 0

0

0 0

予算 878 255

うち

一般財源

4,213

46,078

64,248

決算 当初予算 決算

謝礼金
R5 決算 363 363 鉄炮鍛冶屋敷資料保存総合的病

害虫管理業務委託

R5 決算

費用弁償（通勤費）

R6 予算 456 456 R6 予算

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 15,124

当初予算

0

R5

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

・町家歴史館については、鉄炮鍛冶屋敷の開館に合わせ既存の町家歴史館（山口家住宅・清学院）との一体管理を行い、指定管理者制度を導

入することで、施設の設置目的をより効果的、効率的に達成し、市民サービスの向上を図ることができた。具体的には、民間のノウハウ及びネットワークを

活かした利用者サービスの向上や、環濠エリア内の他の事業者や関係団体並びに資料所有者と連携し、「紐解けば堺」への参画やスペシャルガイドツ

アー、町家茶会などを実施したことで誘客機能の強化を図った。

・また鉄炮鍛冶屋敷の開館に向けた施設整備等では、国土交通省補助事業をはじめ文化庁や林野庁等の各種補助事業等を積極的に活用し、イ

ニシャルコストに係る経費負担を減らすことができた。

・歴史的なまちなみを有する環濠エリア内に位置する鉄炮鍛冶屋敷を新たに開館したことで、当施設を起点に鉄加工の歴史ストーリーの原点である古

墳の築造技術や、鉄炮鍛冶の技術、それを引き継いだ本市の伝統産業の刃物や自転車産業等、堺ならではの歴史文化資源を活かした周遊を促進

することが可能となり、新たな魅力を創出する契機となった。

・また「堺市歴史的風致維持向上計画」の推進においては、重点区域とする大仙公園エリア（百舌鳥古墳群及び周辺区域）と環濠エリア（環濠都

市区域）内の事業の進捗管理を行う一方で、第2期計画（令和5年度～14年度）を策定したことにより、多くの人が訪れ、市民が愛着を感じる個

性と活気あるエリアとするよう事業継続・新規展開を図るための庁内連携体制を再構築した。

・以上のことから、KPI の目標値である2025 年度の環濠エリアへの来訪者300 万人の達成に向け寄与した。

R6 予算 450 450 R6

登録有形文化財清学院土地賃借

料

備考（算出についての説明等）

19

令和4年度

9,221

R5 決算 15,624 15,624 その他（需用費、工事請負費な

ど）

R5 決算

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

① 堺市立町家歴史館入館者数 人

Ⅳ．事業の効率性

0

鉄炮鍛冶屋敷青龍鉾人形保存修

理業務

R5 決算

事業費

0

R6 予算 1,868 1,868 R6 予算

R5 決算 1,627 1,627

10

431 R6 予算

R5 決算 544 544 R5 決算鉄炮鍛冶屋敷企画展示パネル等

作成業務

41,855

人件費  （ｂ） 23,780 24,760 25,690 25,690 18,170

0 0

3,000

年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

事

業

費

内

訳

項　　　目

予算

決算 429

37,085 37,085 R6

会計年度任用職員報酬

受益者負担金(使用料、手数料等）　 554 782 252

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 116,131 276,648 138,703 132,582

21,404 49,076 35,953

令和6年度

Ⅲ．投入量

（単位：千円）

事業費  (a)

2,100 0

市債 34,600 92,000 18,200 14,500 0

決算

92,351 251,888 113,013 106,892

33,505

22,677その他

府支出金　13

項　　　目
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事務事業名

0

寄附金等 3,543 16,760 9,285

財

源

内

訳

国支出金 38,530 120,942 34,100

町家活用推進事業 事業番号 008-058

令和6年度　事務事業評価シート（２）

88,305 17,366

300 0

0 0

1,310 1,310

決算

7,428


